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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公開番号】特開2018-91971(P2018-91971A)
【公開日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2018-022
【出願番号】特願2016-234419(P2016-234419)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/40     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/08     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   17/02     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｑ
   Ｇ０３Ｂ   17/40     　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｗ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｈ
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｋ
   Ｇ０３Ｂ    7/08     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ    1/32     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月13日(2019.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　ユーザ操作が行われない状態が継続した時間が設定時間に達したことに応じて、オート
パワーオフを実行する電力制御手段と、
　前記設定時間を設定する設定手段と、
　　第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているときに前記オートパワー
オフが実行された場合に、前記オートパワーオフが実行される時の第１の操作状態を、前
記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継ぐように制御し、
　　前記第１の時間より長い時間が前記設定時間として設定されているときに前記オート
パワーオフが実行された場合は、前記オートパワーオフが実行される時の前記第１の操作
状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継がないように制御する
　制御手段と、
　を備えることを特徴とする電子機器。
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【請求項２】
　前記第１の操作状態を示す第１の作業情報を揮発性の記録媒体に記録する記録制御手段
を更に備え、
　前記制御手段は、前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているとき
に前記オートパワーオフが実行される際に、前記第１の作業情報を不揮発性の記録媒体に
記録する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記第１の操作状態を示す第１の作業情報を不揮発性の記録媒体に記録する記録制御手
段を更に備え、
　前記制御手段は、前記第１の時間より長い時間が前記設定時間として設定されていると
きに前記オートパワーオフが実行される際に、前記第１の作業情報を前記不揮発性の記録
媒体から消去する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記電力制御手段は、ユーザの電源オフ操作に応じて前記電子機器を電源オフ状態にす
るように構成され、
　前記制御手段は、前記電源オフ操作により前記電子機器が電源オフ状態になった場合、
前記設定時間に関わらず、前記電源オフ操作が行われた時の前記第１の操作状態を、前記
電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継がないように制御する
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項５】
　複数回の撮影指示に応じた複数回の撮影を含む１組の撮影を行う撮影制御手段を更に備
え、
　前記第１の操作状態は、前記１組の撮影の進捗を示し、
　前記制御手段は、前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているとき
に前記オートパワーオフが実行された場合、前記電子機器が次に電源オン状態になった時
に、前記撮影制御手段が前記オートパワーオフが実行された時の続きから前記１組の撮影
を行えるように制御する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記１組の撮影は、オートブラケット撮影における１組の撮影であり、
　前記第１の操作状態は、前記オートブラケット撮影における前記１組の撮影の何回目の
撮影まで行ったかを示す
　ことを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記オートブラケット撮影は、撮影毎に異なる露出で撮影を行う露出ブラケット撮影で
ある
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記オートブラケット撮影は、撮影毎に異なるフォーカス位置で撮影を行うフォーカス
ブラケット撮影である
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記オートブラケット撮影は、撮影毎に異なるホワイトバランス設定値で撮影を行うＷ
Ｂブラケット撮影である
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記１組の撮影は、複数回の撮影により得られた画像を合成した画像を得るための撮影
である
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　ことを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記１組の撮影は、多重露光撮影、パノラマ画像を得るための撮影、又は、複数回の撮
影で得られた各画像を所定のレイアウトで平面上に配置した１枚の合成画像を得るための
撮影である
　ことを特徴とする請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１２】
　複数の画像の中から選択された画像を表示手段に表示すると共に前記選択された画像を
ユーザの切替操作に応じて切り替えるように制御する表示制御手段を更に備え、
　前記第１の操作状態は、前記切替操作に応じて最後に選択された画像を示し、
　前記制御手段は、前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているとき
に前記オートパワーオフが実行された場合、前記電子機器が次に電源オン状態になった時
に、前記表示制御手段が前記オートパワーオフが実行された時の前記第１の操作状態が示
す画像を表示できるように制御する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　複数回の撮影指示に応じた複数回の撮影を含む１組の撮影を行う撮影制御手段と、
　複数の画像の中から選択された画像を表示手段に表示すると共に前記選択された画像を
ユーザの切替操作に応じて切り替えるように制御する表示制御手段と、
　を更に備え、
　前記制御手段は、
　　前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているときに前記オートパ
ワーオフが実行された場合、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に、前記撮影制
御手段が前記オートパワーオフが実行された時の続きから前記１組の撮影を行えるように
制御すると共に、前記表示制御手段が前記オートパワーオフが実行された時の第２の操作
状態が示す画像を表示できるように制御し、
　　前記第１の時間より長い第２の時間以下の時間が前記設定時間として設定されている
ときに前記オートパワーオフが実行された場合、前記電子機器が次に電源オン状態になっ
た時に、前記表示制御手段が前記オートパワーオフが実行された時の前記第２の操作状態
が示す画像を表示できるように制御し、
　　前記設定時間が前記第２の時間より長い時間が前記設定時間として設定されていると
きに前記オートパワーオフが実行された場合、前記オートパワーオフが実行された時の前
記第２の操作状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継がないように
制御し、
　前記第１の操作状態は、前記１組の撮影の進捗を示し、
　前記第２の操作状態は、前記切替操作に応じて最後に選択された画像を示す
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記第１の時間は、１分以下であることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項
に記載の電子機器。
【請求項１５】
　前記設定手段により前記設定時間が前記第１の時間よりも長く設定されたことに応じて
、前記オートパワーオフが実行されると前記オートパワーオフが実行される時の前記第１
の操作状態が引き継がれない旨をユーザに通知する第１の通知手段を更に備える
　ことを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記設定手段は、複数の候補の中から選択することにより前記設定時間を設定する
　ことを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１７】
　　前記オートパワーオフが実行される時の前記第１の操作状態が引き継がれる場合、前
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記電子機器が次に電源オン状態になったことに応じて、前記オートパワーオフが実行され
た時の前記第１の操作状態が引き継がれる旨をユーザに通知し、
　　前記オートパワーオフが実行される時の前記第１の操作状態が引き継がれない場合、
前記電子機器が次に電源オン状態になったことに応じて、前記オートパワーオフが実行さ
れた時の前記第１の操作状態が引き継がれない旨をユーザに通知する
　第２の通知手段を更に備える
　ことを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１８】
　前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているときに前記オートパワ
ーオフが実行された場合であっても、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に前記
オートパワーオフが実行された時から所定時間以上経過していた場合には、前記制御手段
は、前記オートパワーオフが実行された時の前記第１の操作状態を引き継がないように制
御する
　ことを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１９】
　前記制御手段が、前記第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているとき
に前記オートパワーオフが実行された場合、前記オートパワーオフが実行される時の前記
第１の操作状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継ぐように制御す
るか引き継がないように制御するかを、ユーザ操作に応じて切り替える切替手段を更に備
える
　ことを特徴とする請求項１乃至１８のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項２０】
　電子機器が実行する制御方法であって、
　ユーザ操作が行われない状態が継続した時間が設定時間に達したことに応じて、オート
パワーオフを実行する電力制御工程と、
　前記設定時間を設定する設定工程と、
　　第１の時間以下の時間が前記設定時間として設定されているときに前記オートパワー
オフが実行された場合に、前記オートパワーオフが実行される時の第１の操作状態を、前
記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継ぐように制御し、
　　前記第１の時間より長い時間が前記設定時間として設定されているときに前記オート
パワーオフが実行された場合は、前記オートパワーオフが実行される時の前記第１の操作
状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継がないように制御する
　制御工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項２１】
　コンピュータを、請求項１乃至１９のいずれか１項に記載された電子機器の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項２２】
　コンピュータを、請求項１乃至１９のいずれか１項に記載された電子機器の各手段とし
て機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、電子機器であって、ユーザ操作が行われない状
態が継続した時間が設定時間に達したことに応じて、オートパワーオフを実行する電力制
御手段と、前記設定時間を設定する設定手段と、第１の時間以下の時間が前記設定時間と
して設定されているときに前記オートパワーオフが実行された場合に、前記オートパワー
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オフが実行される時の第１の操作状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に
引き継ぐように制御し、前記第１の時間より長い時間が前記設定時間として設定されてい
るときに前記オートパワーオフが実行された場合は、前記オートパワーオフが実行される
時の前記第１の操作状態を、前記電子機器が次に電源オン状態になった時に引き継がない
ように制御する制御手段と、を備えることを特徴とする電子機器を提供する。
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